
　

日
本
で
学
ん
だ
留
学
生
た
ち
は
、

そ
の
多
く
が
母
国
の
重
要
な
立
場

で
活
躍
し
て
い
る
。
韓
国
で
種
苗

の
開
発
と
販
売
を
手
が
け
る
会
社

を
経
営
す
る
朴
正
鎭
さ
ん
も
、
そ

ん
な
一
人
だ
。

　

朴
さ
ん
の
会
社
は
、
ソ
ウ
ル
か

ら
南
へ
車
で
約
一
時
間
の
龍
仁
市

に
あ
る
。
龍
仁
市
は
、
近
年
、
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
も
発
展
が
著

し
い
が
、
も
と
も
と
農
業
が
盛
ん

で
、「
白
玉
米
」
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
米
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
。
敷
地
面
積
約
六
万
六
千
㎡

の
広
大
な
土
地
に
建
て
ら
れ
た
本

社
ビ
ル
と
研
究
農
場
。
周
囲
に
は

水
田
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
並
ぶ

畑
、
緑
豊
か
な
森
な
ど
が
広
が
る
。

「
私
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、

一
つ
は
都
市
家
庭
で
手
軽
に
食
べ

ら
れ
る
レ
タ
ス
や
チ
コ
リ
な
ど
の

健
康
野
菜
で
、
販
売
量
は
、
毎
年
、

伸
び
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
が
韓

国
伝
統
の
在
来
種
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

で
す
。
も
と
も
と
甘
み
が
強
く
味

が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
の
会
社
で
さ
ら
に
品
種
を
開
発

し
て
供
給
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
は

在
来
種
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
約
七
〇

％
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
」
と
朴
さ
ん
。

　

朴
さ
ん
が
創
価
大
学
に
入
学
し

た
の
は
、
前
社
長
で
あ
る
父
親
が

仕
事
で
来
日
し
た
折
、
創
価
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
、
そ
の

「
平
和
・
文
化
・
教
育
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
建
学
の
精
神
に
感
銘
し

て
留
学
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
。
当

時
、
高
校
二
年
生
だ
っ
た
朴
さ
ん

は
、
将
来
、
父
親
の
仕
事
を
継
ぐ

た
め
に
も
日
本
語
と
経
営
学
を
学

ぶ
必
要
が
あ
る
と
留
学
を
決
意
し

た
。

「
学
生
時
代
で
一
番
思
い
出
深
い

の
は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
集

い
で
あ
る
留
学
生
会
で
活
動
し
た

こ
と
で
す
。
当
時
は
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
留
学
生
が
一
〇
〇
名
位
い

て
、
寮
祭
や
大
学
祭
で
各
国
の
伝

統
芸
能
を
披
露
し
た
り
、
自
慢
料

理
を
作
っ
て
販
売
し
た
り
し
ま
し

た
。
文
化
や
言
語
が
違
い
、
国
と

国
と
の
微
妙
な
ラ
イ
バ
ル
意
識
も

あ
る
留
学
生
が
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
事
を
す
る
の
は
難
し
い
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
学
ぶ
こ
と
も
多
か

っ
た
で
す
。
そ
う
し
た
活
動
を
通

じ
て
培
っ
た
企
画
力
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
友
人
た
ち
と
の
国
際
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
の
仕
事

に
も
大
変
に
役
に
立
っ
て
い
ま

す
」

　

生
産
農
家
や
消
費
者
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
種
を
開
発
し
た
い
と
、

韓
国
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
や

中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
取
引
先
を

忙
し
く
飛
び
回
る
朴
さ
ん
。

「
私
が
扱
っ
て
い
る
の
は
小
さ
な

種
で
す
が
、
み
ん
な
の
夢
や
希
望

が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
一

つ
一
つ
実
現
し
て
、
国
際
社
会
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

小
さ
な
種
か
ら
広
が
る
大
き
な

夢
。「
創
造
的
人
間
た
れ
」
と
い

う
〝
創
価
〞
の
精
神
は
、
こ
こ
に

も
し
っ
か
り
と
根
づ
い
て
い
る
。
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21世紀の人間教育
輝ける未来へ―大学の使命

SOKA
Education

ソウル市の中心部で

　創価大学の創立者・池田大作先生は、平和
や人権、教育などをテーマにトインビー博士やロ
ーマクラブのペッチェイ博士、マンデラ大統領な
どとの対談、またハーバード大学をはじめ世界の
大学や学術機関での講演を半世紀以上続けて
いる。韓国の済州大学総長・趙文富氏とも対

談を行い（写真）1999年の語らいでは、創立者
の「大学教育に求められるものは何か」との問い
に、趙総長は「人間性です」と答え、創立者も「人
間教育第一」と応じて、共感を得た。二人の対
談は、『希望の世紀へ 宝の架け橋』『人間と文
化の虹の架け橋』として発刊されている。
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ぱ
く
・
じ
ょ
ん
じ
ん
／
一
九

七
〇
年
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市

生
ま
れ
。
一
九
八
九
年
、
韓

国
の
普
成
高
等
学
校
を
卒
業

後
、
創
価
大
学
日
本
語
別
科

に
入
学
。
一
九
九
四
年
、
同

大
経
営
学
部
卒
業
。
一
九
九

六
年
、
同
大
大
学
院
修
士
取

得
。
一
九
九
六
年
〜
一
九
九

八
年
、
帰
国
し
兵
役
に
就
く
。

一
九
九
八
年
、
父
親
の
経
営

す
る
東
原
農
産
種
苗
㈱
に
入

社
。
二
〇
〇
二
年
、
同
社
代

表
理
事
、
社
長
に
就
任
。

朴　

正
鎭 

さ
ん

夢
や
希
望
の
種
を
育
て
、

国
際
社
会
に
貢
献
し
た
い

東
原
農
産
種
苗
株
式
会
社

社
長

創
価
大
学
経
営
学
部
卒
業

パ
ク

と
う
げ
ん

り
ゅ
う
じ
ん

ジ
ョ
ン　

ジ
ン

　

創
価
大
学
は
、
現
在
、
世
界
四
六
カ
国
・
地
域
の
一
四
一

大
学
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
期
・
短
期
を
含
め
年
間

約
七
〇
〇
名
の
学
生
が
海
外
を
経
験
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

も
年
間
約
三
〇
〇
名
が
在
籍
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
、
卒
業
生
は
、
世
界
各
地
で
幅
広

く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
は
、

国
際
教
養
学
部
が
開
設
さ
れ
ま
す
。


